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資料６

応札者がなかった入札案件について

１ 応札者なしの発生状況（H19.4月～H20.1月）

N o. 公告時期 工事種類 発注種別 予定価格（千円） 対応状況 現在の状況

1 7月 橋梁補修 鋼橋上部 103,948 応札者なし

9月 246,960 2橋→4橋で再公告、1者応札 11月契約

2 7月 トンネル補修 一般土木 63,000 応札者なし

8月 地域要件拡大再公告、3者応札 9月契約

3 8月 機械製作 機械設備 11,487 応札者なし

10月 11,369 設計修正再公告、応札者なし

12月 12,369 単価修正7者見積、全者辞退

12月 水位計 機械設備 4,105 分割再公告、1者応札 1月契約

12月 機械製作 機械設備 5,166 分割再公告、応札者なし 次年度発注

分割残分 次年度発注

4 8月 操作室 建築 3,297 応札者なし

10月 再公告、2者応札 11月契約

5 8月 橋梁製作 鋼橋上部 8,820 応札者なし

10月 9,628 工種追加再公告、応札者なし

11月 9,639 再公告、応札者なし 次年度発注

6 8月 橋梁補修 鋼橋上部 44,058 応札者なし

10月 46,441 設計修正再公告、応札者なし 次年度発注

7 9月 橋梁補修 鋼橋上部 19,624 応札者なし

11月 19,887 再公告、応札者なし 次年度発注

8 9月 四阿整備 建築 4,914 応札者なし

10月 地域要件拡大再公告、1者応札 11月契約

9 10月 橋梁補修 鋼橋上部 12,957 応札者なし

11月 一般土木 13,009 発注種別見直再公告、1者応札 12月契約

10 10月 堆砂除去 一般土木 2,913 応札者なし 発注予定

11 11月 道路維持補修 一般土木 5,355 応札者なし

12月 再公告、1者応札 1月契約

12 11月 災害復旧 一般土木 7,812 応札者なし

12月 再公告、1者応札 12月契約

13 11月 災害復旧 一般土木 3,097 応札者なし

12月 再公告、応札者なし 次年度発注

14 11月 設備補修 機械設備 9,933 応札者なし

12月 地域要件拡大再公告、1者応札無効

1月 再公告、1者応札 2月契約

15 11月 橋梁補修 鋼橋上部 18,186 応札者なし 次年度発注

16 11月 道路改良 一般土木 18,117 応札者なし 次年度発注
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N o. 公告時期 工事種類 発注種別 予定価格（千円） 対応状況 現在の状況

17 11月 災害復旧 一般土木 3,245 応札者なし

12月 格付要件拡大再公告、1者応札 1月契約

18 11月 受信施設 通信設備 3,276 応札者なし 次年度発注

19 12月 橋梁補修 鋼橋上部 15,739 応札者なし

1月 一般土木 発注種別見直再公告、応札者なし 次年度発注

20 12月 災害復旧 一般土木 5,265 応札者なし 発注予定

21 12月 災害復旧 一般土木 2,992 応札者なし 発注予定

22 12月 災害復旧 一般土木 2,607 応札者なし 発注予定

23 12月 災害復旧 一般土木 3,747 応札者なし

2月 9者見積 2月契約

24 12月 側道橋 PC橋上部 4,591 応札者なし 次年度発注

25 12月 災害復旧 一般土木 5,841 応札者なし

1月 5,842 格付要件拡大再公告、応札者なし 発注予定

26 12月 樋門補修 機械設備 7,332 応札者なし

1月 再公告、1者応札 2月契約

27 12月 道路維持補修 一般土木 5,292 応札者なし 次年度発注

28 1月 災害復旧 一般土木 5,470 応札者なし 発注予定

※農林水産部、土木部、生活環境部が所管する条件付一般競争入札の工事 922件中28件(3.0%)

○ 一般土木 14件(50.0%)、鋼橋上部 7件(25.0%)、その他 7件（25.0%）

○ 1千万円未満 19件(67.9%)、1千万円～5千万円 7件(25.0%)、5千万円以上 2件(7.1%)

○ 契約（発注予定含む） 18件(64.3%)、次年度発注 10件(35.7%)

○ ９月まで 8件(28.6%)、１０月以降 20件(71.4%)

２ 理由（アンケート等）

・ 採算が取れない。（小規模工事、現場条件が悪いなど）

・ 手持工事があり、配置技術者がいない。（より条件の良い工事に配置したい。）

・ 作業員又は下請業者の手配ができない。

・ 資材の手配ができない。

・ 工期内に完成できない。

・ 公告を見ていなかった。 など

３ 応札者がいなかった場合の対応方法

（１）設計内容、格付要件、地域要件、その他の要件、工期などについて再度確認する。

（２）閲覧を行った業者、質問を行った業者、過去に同種工事を受注した業者等に対し

て入札に参加しなかった理由等についてアンケート調査を実施するなど、理由の把

握に努める。

（３）必要に応じ、①格付要件や地域要件の拡大②資格要件の緩和③設計内容や発注時

期の見直しなどを行った上で、再公告等の手続きを取る。


